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JAPANESE WHISKY   

This article can also be read in English.  See P.18

2003年、小正醸造株式会社入
社。1883（明治16）年から続く焼
酎蔵で新商品開発や海外展開
に携わる。2017年、焼酎造りの
ノウハウを活かしてジャパニーズ
ウイスキーに取り組むため、嘉之
助蒸溜所を開設。2021年8月小
正嘉之助蒸溜所株式会社、代
表取締役社長に就任。

小正嘉之助蒸溜所株式会社
代表取締役社長 

小
こまさよしつぐ

正芳嗣 （写真右）

2006年、小正醸造株式会社入
社。東京支店部長、経営戦略本
部長等を経て、2021年、小正醸
造株式会社代表取締役社長に
就任。代々続く焼酎造りの技術
と伝統を守りつつ、嘉之助蒸溜
所代表の兄・芳嗣氏と共に、蒸
留酒造りに情熱を注いでいる。

小正醸造株式会社
代表取締役社長 

小
こまさのりひさ

正倫久 （写真左）

焼
酎
か
ら
世
界
へ
の
挑
戦

　
最
初
に
送
り
出
し
た
「K

A
N

O
SU

K
E 

N
E

W
 P

O
T

」
が
「W

orld W
hisky   

A
w

ard 2019

」で
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ニ
ュ
ー
メ
イ
ク
を
受
賞
し
た
の
を
皮
切
り

に
、世
界
で
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
嘉
之

助
蒸
溜
所
。積
極
的
に
世
界
展
開
し
、国
内

外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
悔
し
い

思
い
を
経
て
の
い
ま
」で
あ
る
と
小
正
嘉
之

助
蒸
溜
所
㈱
代
表
の
小
正
芳
嗣
氏
と
弟
の

小
正
醸
造
㈱
代
表
の
倫
久
氏
は
語
り
ま
す
。

　
小
正
家
は
鹿
児
島
県
日
置
市
で
約

1
4
0
年
続
く
焼
酎
の
蔵
元
。小
正
醸

造
は
さ
つ
ま
芋
の
ほ
か
米
も
原
料
と
し
、

2
代
目
嘉
之
助
氏
が
日
本
初
の
樽
熟
成
焼

酎
「
メ
ロ
ー
コ
ヅ
ル
」を
生
み
出
し
ま
し

た
。幼
少
期
よ
り
祖
父
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

を
受
け
継
い
だ
兄
弟
は
、家
業
に
就
い
て

焼
酎
を
世
界
へ
と
広
げ
る
べ
く
奔
走
。し

か
し
、日
本
食
店
以
外
に
焼
酎
を
浸
透
さ

せ
る
の
は
難
題
で
し
た
。あ
る
時
、
ウ
イ

ス
キ
ー
の
本
場
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
商

社
か
ら
焼
酎
に
興
味
が
あ
る
と
連
絡
が

入
り
、期
待
を
胸
に
訪
ね
る
と
品
質
は
評

価
さ
れ
る
も
取
引
に
は
至
ら
ず
。そ
の
悔

し
さ
が
契
機
と
な
り
、「
焼
酎
も
ウ
イ
ス

キ
ー
も
同
じ
蒸
留
酒
。焼
酎
の
経
験
を

生
か
し
て
ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
り
、世
界

へ
挑
戦
し
よ
う
。認
め
ら
れ
れ
ば
ゆ
く
ゆ

く
焼
酎
へ
の
関
心
も
き
っ
と
広
が
る
」と

2
0
1
5
年
、決
意
を
固
め
ま
し
た
。

嘉
之
助
だ
か
ら
で
き
た
味
わ
い

　
兄
の
芳
嗣
氏
は
2
0
1
7
年
に
嘉
之
助

蒸
溜
所
を
始
動
。ウ
イ
ス
キ
ー
造
り
の
決

意
か
ら
約
10
年
、発
売
し
た
商
品
は
ほ
ぼ
完

売
、と
稀
少
価
値
の
高
い
も
の
に
。兄
は
ウ

イ
ス
キ
ー
、弟
の
倫
久
氏
は
小
正
醸
造
の

焼
酎
を
守
る
た
め
5
代
目
を
継
承
へ
と
、

兄
弟
支
え
合
っ
て
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
2
0
2
5
年
2
〜
3
月
の
J
A
L
国

際
線
機
内
販
売
で
は
、「
嘉
之
助H

IO
K

I 
P

O
T

 ST
IL

L
 2024 L

IM
IT

E
D

 
ED

IT
IO

N

」を
販
売
い
た
し
ま
す
。2
つ

焼酎造りの伝統をウイスキーへ
鹿児島から世界へ挑む、次世代ジャパニーズウイスキー「KANOSUKE」

数々の賞を受賞した嘉之助のウイスキー。
140年続く焼酎蔵の歴史と焼酎造りへの思いを胸に、鹿児島からジャパニーズウイスキーを

届けようと邁進する兄弟の熱い思いとは。

東シナ海を望む嘉之助蒸溜所。
THE MELLOW BARからは、嘉之助を味わいながら

美しい夕日を眺めることができます。

祖父の思いを受け継ぐ兄弟。小正芳嗣氏（写真左）と、
小正倫久氏（写真右）。仲のいい兄弟ならではの切磋琢磨が

特別な味わいを生み出しています。

め
と
な
る
定
番
商
品
「
嘉
之
助H

IO
K

I 
P

O
T

 ST
ILL

」の
初
の
限
定
品
。二
人

が
育
っ
た
小
正
醸
造
の
日
置
蒸
溜
蔵
で
焼

酎
の
蒸
留
設
備
を
駆
使
し
た
製
法
で
造
ら

れ
、そ
の
原
酒
を
祖
父
が
残
し
た
地
に
建

つ
嘉
之
助
蒸
溜
所
で
熟
成
さ
せ
る
と
い

う
、兄
弟
の
想
い
が
つ
ま
っ
た
逸
品
。こ

れ
ま
で
紡
い
で
き
た
焼
酎
造
り
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
た
新
し
い
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ス

タ
イ
ル
ポ
ッ
ト
ス
チ
ル
ウ
イ
ス
キ
ー
で
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
ホ
ワ
イ
ト
オ
ー
ク
の
新
樽
や

バ
ー
ボ
ン
樽
に
加
え
、焼
酎
リ
チ
ャ
ー
樽
に

貯
蔵
し
た
原
酒
を
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。定

番
商
品
と
は
一
線
を
画
し
た
、ほ
ろ
苦
さ

と
甘
さ
が
調
和
し
た
和
の
風
味
も
あ
る
仕

上
が
り
に
。「
私
た
ち
だ
か
ら
で
き
た
ウ
イ

ス
キ
ー
」と
倫
久
氏
。「
海
外
で
の
評
判
も

上
々
、焼
酎
リ
チ
ャ
ー
樽
を
譲
っ
て
ほ
し
い

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
芳
嗣
氏
。

夕
日
が
美
し
い
メ
ロ
ー
バ
ー
へ

　「
素
晴
ら
し
い
ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
り
、同

時
に
鹿
児
島
に
根
付
い
た
蒸
留
酒
文
化
と

焼
酎
の
価
値
を
高
め
て
い
く
」。そ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
た
め
、兄
は
海
外
を
含
め
た

P
R
、弟
は
地
元
生
産
者
と
の
連
携
や
地

域
貢
献
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
多

く
の
方
に
、嘉
之
助
蒸
溜
所
を
訪
ね
て
い

た
だ
き
、「T

H
E M

ELLO
W

 BA
R

で
、

東
シ
ナ
海
の
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
ウ
イ
ス

キ
ー
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
販
売
す
る
2
本
の
商
品
は
、時
代

を
超
え
て
世
界
に
挑
ん
で
き
た
嘉
之
助
蒸

溜
所
の
情
熱
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
逸
品
で
す
。

3基のポットスチル。ネック、ラインアームの
角度の違いが特徴。

豊かな味と多様な香りを生み出しています。

吹上浜の潮風が滞留する貯蔵庫。
原酒は選ばれた樽に寝かされ、
ゆっくりとその時を待ちます。

「KANOSUKE」のラベルには、
蒸留所から望む

夕日がデザインされています。

２代目嘉之助氏が構想した
「メローコヅルの里」。蒸留所はここに建ち、

製造見学も受け付けています（予約制）。

Hioki-shi, Kagoshima
HIOKI

嘉之助蒸溜所初の
定番商品として、国内外で
高い評価を受けている
ジャパニーズ
シングルモルトウイスキー。
世界でも珍しい
３基のポットスチルを使い、
豊かでまろやかな
個性ある味を
生み出しています。

シングルモルトシングルモルト
嘉之助嘉之助

詳しくはP.109へ

小正醸造 日置蒸溜蔵で
造られた原酒を、嘉之助蒸溜所の
熟成庫で樽熟成したジャパニーズ
シングルグレーンウイスキー。
アメリカンホワイトオークの新樽や
バーボン樽に加え、焼酎リチャー樽に
貯蔵した原酒をヴァッティング。
ほろ苦さと甘みの
調和をお楽しみいただけます。

嘉之助 嘉之助 
HIOKI POT ST ILL H IOKI POT ST ILL 
2024 LIMITED EDIT ION 2024 LIMITED EDIT ION 

詳しくはP.108へ
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